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日程 
2003年 6月 1 日（日） 曇（台風の通過した翌日） 

13:00 小田急線片瀬江ノ島駅集合 

Fig.1の A地点から徒歩で移動 

16:00 J地点で解散 

 

A地点（湘南海浜公園・片瀬西浜） 
 砂浜は西のほうからずっと連なり、防波堤から波打ち際までの幅も広い。砂は暗い灰色で細

かく、波の寄せた跡に雲母が並び、白い線ができている。ところどころに拳くらいの大きさの

れきがあり、花崗岩や玄武岩であった。 

 
B地点（江ノ島砂州・片瀬東浜） 
 砂浜の幅は西浜よりずっと狭くなる。

砂の傾向は西浜と大差はない。波がや

や強く、海藻が多く打ちあがっている。

れきはあまり見られない。 

 
C地点（片瀬東浜東端・腰越） 
 B地点と大差ない。波はやや穏やか

になり、海藻の量が減ったように感じ

る。 
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Fig.1  現地地図 



D地点（鎌倉高校前） 
 Cと Dの間には岩礁でできた小動

岬があり、砂浜はここで途切れる。D
から連なる七里ヶ浜は、堤防から海岸

までの幅が狭い。砂はやや粗く、全体

的に白っぽい。貝殻の破片が多く見ら

れる。波が荒く、体長１ｍのアカウミ

ガメや、貝の付着したれきなどの大き

な漂流物も見られた。海藻も大量に漂

着していた。 

E・F地点（七里ヶ浜駐車場下） 
 Dから少し歩いただけで、砂浜は

ずいぶん黒っぽくなる。砂浜の色は場

所によってむらがあり、ここでは白っぽいところの砂を砂 Eとし、黒っぽいところの砂を砂

Fとして採取した。浜は非常に狭く、一部では堤防まで波が打ちつけているので、堤防の上を

迂回して稲村ヶ崎に向かった。 

 
G・H 地点（稲村ヶ崎） 
 砂浜は非常に黒くなり、すくってみるとほとんどが有色の鉱物である。砂 Gに加え、特に

黒光りする箇所の砂 Hを採取した。砂の下から岩盤が見えていて、砂の量が少ないと想像で

きる。 

 
I・J 地点（由比ヶ浜・滑川河口） 
 稲村ヶ崎は岩山が海に突っ込んだ地

形をしていて、砂浜はここで途切れ、

ここから東へ行くには小さな峠を越え

ることになる。稲村ヶ崎の東側は鎌倉

の湾になっていて、由比ヶ浜や材木座

海岸といった砂浜が広がる。 
 由比ヶ浜は海岸の幅がこれまでのど

の海岸よりも広く、遠浅で波が非常に

穏やかである。また大量の海藻が打ち

上げられている。波打ち際の砂は細か

いが、少し陸側になると粒が大きくな

る。色は七里ヶ浜よりも白っぽい。貝

殻の破片が大量に含まれているのが肉眼でもわかる。貝殻片は手に貼りつくと、こすり落とす

のが大変である。 

 

考察 砂の違いは何が原因か？ 
 今回観察した砂浜では、小動岬と稲村ヶ崎という２つの岬を越えるたびに砂の性質が大きく

変わった。岬は岩礁になっていることから、砂は岬をなかなか越えられないのではないかと推



測される。江ノ島の両側（片瀬西浜と片瀬東浜）にはほぼ同じ砂が見られたことから、江ノ島

砂州は砂浜の移動の障害にはなっていないと考えられる。 
 片瀬浜（A～C地点）と同じような砂の砂浜がもっと西から連続していることや、海岸にあ

ったれきが神奈川県西部の丹沢や箱根や富士山をつくる岩石であることから、この砂は海岸に

沿って西から運ばれてきたと考えられる。雲母は花崗岩に特徴的な鉱物だが、これもこのあた

りにはなく丹沢で見られるらしい。するとやはり相模湾の西から東に砂が移動してきたと考え

るのが自然だろう。 
 七里ヶ浜（D～H地点）の砂は西の

片瀬浜の砂とはかなり異なるので、独

自の起源をもつと思われる。この区間

に流れこむ河川はどれも小さいが、こ

れらが砂を運んできたと考えるほかな

い。七里ヶ浜の区間内では東に行くほ

ど砂浜の色が黒くなり、ほぼ１～2種

類の鉱物でできていた。自然の力で選

り分けられたのだろう。この区間の砂

については謎が多く、これからもっと

調べてみる必要がある。 
 由比ヶ浜（I・J 地点）の砂には貝

殻など生物遺骸が多く含まれた。奥ま

った湾になっていて遠浅になっていることと何か関係があるのかもしれない。海藻の打ち上げ

られている量が最も多い場所なので、生物にとって生息しやすい場所なのかもしれない。ある

いは、貝殻片のような軽い粒子が運ばれて溜まる場所なのかもしれない、 

 

感想 
・ 海岸をちょっと移動しただけで、砂の様子がずいぶん変わるのに驚いた。 
・ 海岸の砂の成因について考えたいと思った。 
・ 湘南以外の海岸の砂も観察して比較してみたい。 
・ 台風の後ということもあって、たくさんの動物の死骸が打ち上げられていた。海藻が多か

った。 

・ 自然の力（厳しさ）を思い知らされた。 


